
◎基本情報

● 対象 ○ 対象外

○ 経常経費 ● 臨時的経費 ○ 内部管理　　 ○ 法定経費 ○ 指定管理費

○ 直営　 ○ 一部委託 ● 全部委託　 ○ 補助・助成　 ○ その他

□ 企画 □ 実施 □ 評価 ■ 対象外

指標2の評価、未達理由、今後の
考え方

今年度の見直し
内容

なし

来年度以降の方
向性

引き続き、児童精神科における診療を通じた医師の養成を行うとともに、小児科との連携強化の取り組みを実施していく

↓

アウトカム
成果指標2

という状態にしたい、成果を挙げたい

令和5年度実績 令和6年度予定 令和6年度実績 令和7年度予定 令和8年度予定 令和9年度予定

令和9年度予定

指標1の評価、未達理由、今後の
考え方

令和６年度に北海道大学病院に設置した児童精神科専用病床（６床）を活用し児童精神科医師の養成を継
続していく

アウトプット
活動指標2

という活動、業務を行うことで

令和5年度実績 令和6年度予定 令和6年度実績 令和7年度予定 令和8年度予定

8 5 8 8 8

↓

アウトカム
成果指標1

児童精神科専門医及び児童領域も診療可能な精神科医の養
成

という状態にしたい、成果を挙げたい

令和5年度実績 令和6年度予定 令和6年度実績 令和7年度予定 令和8年度予定 令和9年度予定

令和9年度予定

8 9 9 9 9

人工

指標

アウトプット
活動指標1

児童精神科専用病床設置数 という活動、業務を行うことで

令和5年度実績 令和6年度予定 令和6年度実績 令和7年度予定 令和8年度予定

0.3 人工

令和7年度予算額 31,000 千円 うち特定財源 0 千円 正規職員業務量 0.3

正規職員業務量 0.3 人工

令和6年度決算額 45,000 千円 うち特定財源 0 千円 正規職員業務量

千円 正規職員業務量 0 人工

令和6年度予算額 45,000 千円 うち特定財源 0 千円

どのような状態にしたい
（状態を維持したい）

児童精神科医療が必要な児童に対し、適切に支援が提供される体制整備を行う。

他都市の状況

各政令指定都市ではその市内もしくは同一都道府県内に児童精神科専用病床が設置されている。

市民参加の実施

令和5年度決算額 0 千円 うち特定財源 0

施策名 支援や配慮が必要となる子どもや家庭が、困難な状況に応じた適切

アクションプラン

事業の性質

事
業
内
容

事業の背景（現在の状況、社会
的課題）

札幌市では、平成２６年度から令和５年度まで北海道大学病院に寄附講座を設置し、全国的に不足している児童精神科医師
の養成を行ってきたが、子どもの発達や児童精神に関する医療のニーズは引き続き増加傾向にあり、継続的な医師の養成が
必要である。また、市内に児童精神科専用病床を設置している民間病院はなく精神疾患を抱えた成人と同じ病棟に入院するこ
とは事件・事故のリスクを高めると考えられることから、児童が安心して入院できる環境の整備が求められる。

事業内容
（何を実施し）

北海道大学病院内に児童精神科専用病床を設置し入院及び外来診療を行うとともに、専用病床を活用しながら児童精神科医
の養成を行う。

事業名 児童精神科医療体制整備費

評価担当課 所   属 保）障がい保健　障がい福祉課 電話番号

事業評価調書

年度 令和6年度 会計コード 10 一般会計 事業コード 70259


